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研究成果の概要（和文）：申請者らはこれまで天然成分カテキンを含有した抗菌ジェルを開発し、in vitroと臨
床パイロット試験において正常な口腔の維持に関与の細菌群に影響を与えず、齲蝕原性菌や歯周病原菌に対して
選択的に抗菌効果を示すことを明らかにした。今回、新しい天然抗菌成分を検索し、アリルイソチオシアネート
とイオン水を供試して実験したところ、歯周病原菌などの口腔病原細菌や真菌に対して顕著な抗菌効果を発揮
し、この抗菌メカニズムには酸化ストレスが関与することがわかった。したがって、これらの新しい抗菌成分は
高齢者の口腔内外の病気を予防することと、健康の維持とQOLの改善に貢献する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：We developed an antimicrobial agent utilizing natural ingredient 
catechin-containing gel and proved not affect the bacterial group involved in maintaining normal 
oral cavity in vitro and show a selective antibacterial effect against caries-causing bacteria and 
periodontal pathogens. After confirmation, we were able to obtain results similar to those in vitro 
in clinical pilot study with this gel. This time, we found allyl isothiocyanate and ionized water as
 new natural antibacterial components, and they exert remarkable antibacterial effect against oral 
pathogenic bacteria such as periodontal pathogens and fungi, and oxidative stress was involved in 
the antibacterial mechanism. Therefore, it was suggested that these new antibacterial components may
 contribute to the maintenance of health and the improvement of QOL by preventing diseases inside 
and outside the oral cavity of the elderly.

研究分野： 口腔微生物と老年歯科学

キーワード： 高齢者  　　口腔ケア　　歯周病　口腔と全身疾患　　予防
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、超高齢化社会を迎えており、高齢者の口腔で発症する疾患は、全身疾患や衰弱の引き金となる可能性が報
告されている。したがって、口腔内を清潔に保つ歯磨きの補助として、口腔微生物のコントロールができる抗菌
作用があり、かつ、長期間簡便な口腔ケア剤の開発は必須である。本研究の新規口腔ケア剤の開発の実験結果
は、高齢者の齲蝕や歯周病の予防のみならず、全身疾患の予防とQOLの向上、さらにはこれから重要な問題とな
ってくる高齢者医療の削減に繋がる非常に有意義なものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

口腔細菌叢は 700 種を超える極めて多くの細菌によって構成されており、これらは複雑な相互

作用によりそのバランスを保ち、外来微生物の定着・増殖を阻止する重要な役割を担っている。

しかし、日常的な口腔ケアの欠如でバランスが崩れると様々な感染症の原因となる。高齢者では

特にこの変化が起こり易く、昨今、残存歯の増加に伴って歯周病罹患率も上昇している。歯周病

はさまざまな全身性疾患との関連性が報告されており、高齢者の口腔感染症予防および口腔衛

生向上と、高齢者医療ならびにその費用の解決が急務となっている。現在、口腔のケアを目的と

して使用されている薬剤は口腔常在菌叢の攪乱を惹き起こす可能性が高い。そこで申請者らは

天然の抗菌成分であるカテキンを老人の口腔乾燥症のために開発された保湿ジェルに添加して

口腔微生物数のコントロール効果を検討した結果、in vitro においてう蝕や歯周病などの口腔

病原菌に対し著しい抗菌効果を発揮したが、口腔の正常化に関わる菌群には影響を与えない「選

択効果」をもつことを確認し報告した。一方、要介護高齢者を対象に臨床パイロット・スタディ

を実施し、カテキンジェル塗布前後の唾液中の口腔微生物数を解析したところ、in vitvo と同

様の効果が得られた。これらの結果から、新開発カテキンジェルは選択的抗菌効果を有し、長期

使用の可能性から高齢者の口腔ケアおよび QOL 向上、さらに口腔微生物が関与しているとされ

る口腔内外の疾患予防に利用できる可能性が示唆された。 

 

２．研究の目的 

今回、現在もっとも全身疾患関与が示唆されている歯周病、その原因である歯周病原菌の除去を

中心とした、カテキンよりも効果的な成分の発見と抗菌機序の解明、さらにはカテキンと併用し

た新たな歯周病予防口腔ケア剤の開発と実用化を目指すことを目的とした。 

さらに本研究は高齢者の口腔内外疾患の予防と健康維持・健康寿命の延長、高齢者医療費の削減

に繋がると考え、以下の実験を実施して仮説を証明することとした。 

(１) 新しい歯周病原菌に対する抗菌成分の発見 

(２) 新規抗菌成分の抗菌効果と抗菌機序の解明 

(３) 歯周病感染動物を供試した新規口腔ケア剤の口腔内歯周病原菌数や免疫機構への影響とヒ

ト臨床実験による臨床応用への可能性 

 

３．研究の方法 

 (１) 新規抗菌成分の検索 (in vitro)  

プレ実験においてさまざまな天然植物由来成分や金属イオンの抗菌効果について濁度法や改良

型寒天拡散法などにより評価した。 

(２) 歯周病原菌や真菌など口腔病原菌に対する抗菌効果とその機序の解明（in vitro） 

(1)の見出した 2 成分に着目し、歯周病原菌や他の口腔微生物を供試してその発育抑制効果や病

原因子抑制効果、さらには抗菌機序について検討した。 

①S-PRG フィラーから放出されたイオン水と口腔常在菌を供試し、培養培地に濃度別にイオン水



を添加して液体培養法と固形培養法で発育阻害 50% (MIC50)を比較し、菌種間および培養法に

よる差を検討した。 

②イオン水が歯周病原菌 Porphyromonas gingivalis の病原因子であるジンジパイン、赤血球凝

集能の他に、代謝産物の短鎖脂肪酸の産生量への影響について比色定量法やガスクロマトグ

ラフィーなどで計測した。 

③イオン水の抗菌機序の解明のひとつとして、イオン水で処理した真菌 Candida albicans の細

胞内 SOD 量、過酸化水素量およびカタラーゼ量について kit を使用した比色定量法で検討し

た。 

④アリルイソチオシアネートが C. albicans の発育と病原因子を抑制することを報告している

ことから、この成分の病原性因子に関与する細胞内mRNA発現量への影響をについてreal-time 

PCR 法で調べた。 

⑤さまざまな臨床応用を想定した S-PRG フィラーの実験として、S-PRG フィラーを含有させた矯

正用レジンと義歯床用レジンを試作し、ぞれぞれのレジンへの Streptococcus mutans と C. 

albicans の付着抑制効果を培養法で評価した 

（３）新規抗菌ジェルによる抗菌実験 (in vivo) 

上記 2 種類の成分を含有した口腔ケアジェルを作成し、感染動物を用いた実験系とヒト臨床実

験を実施する。 

①歯周病感染動物（ラット）を用いて新規抗菌ジェルの口腔内塗布前後における口腔内および各

臓器での検出菌数の変化を培養法もしくは real-time PCR 法で評価するとともに、ラットへ

の影響（有益性）について口腔内組織および血中サイトカイン量について検討する。 

②実験に同意を得た被験者の口腔内に新規抗菌ジェルを塗布し、塗布前後の唾液をサンプルと

し、各種歯周病原菌数を培養法および real-time PCR 法で、口腔内細菌叢の動向を次世代シー

クエンシング法で解析する。得られたデータから、新規抗菌ジェルの歯周病原菌数の減少効果

と歯周病への影響について評価する。 

 

４．研究成果 

（１）新規抗菌成分の検索 

プレ実験においてさまざまな成分を供試して実験を実施した結果、バイオアクティブガラス（S-

PRG フィラー）から放出されるイオンと植物の辛み成分のアリルイソチオシアネートが強い抗菌

効果を発揮することを確認し、これらに注目した。 

 (２) 歯周病原菌や真菌など口腔病原菌に対する抗菌効果とその機序の解明 

①S-PRG フィラーから放出されたイオン水は供試したすべての菌に対して濃度依存的に発育を

阻止し、液体培養と固形培養で発育阻害 50% (MIC50)を比較したところ、供試菌株によって阻

止濃度に差が認められた。特に嫌気性菌で顕著に見られたことから、イオンの抗菌効果と培養

形態との関連性が示唆された。（表１） 

 



表１ 液体培養と固形培養でのイオン水の MIC50 濃度 

 

 

 

 

 

 

 

 

②イオン水は濃度依存的に歯周病原菌の P. gingivalis の赤血球凝集能およびジンジパイン活

性能を抑制し、さらに宿主細胞に為害作用を発揮する代謝産物・短鎖脂肪酸産生量も抑制して

いた。（図１） 

図１ イオン水による P. gingivalis の短脂肪酸産生抑制効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ C. albicans をイオン水で処理すると細胞内の SOD 量、過酸化水素量およびカタラーゼ量を

測定した結果、濃度依存的に変化が見られ、イオン水は細胞内に酸化ストレスが発生することを

明らかにした。（図２：引用文献①） 

図２ イオン水による C. albicasns 細胞内酸化ストレス（過酸化水素水量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ C. albicans をアリルイソチオシアネートで処理したところ、付着、病原性を増強する菌糸

形変換およびタンパク分解酵素（分泌型アスパラギン酸プロテアーゼ）に関与する mRNA の発

現量が著しく抑制されていた。 

⑤S-PRG フィラーを含有させたレジンへの付着について評価した結果、S-PRG フィラーの濃度依

存的に矯正用レジンへの Streptococcus mutans および義歯床用レジンへの C. albicans の付

着は含有濃度依存的に抑制され、これらレジンの臨床応用の可能性が示唆された。（図３） 

図３ S-PRG フィラー含有レジンへの付着菌数（C. albicans） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果から、新たに見出したアリルイソチオシアネートとイオンが口腔病原菌に対して

抗菌効果を発揮するとともにその抗菌機序の一部を明らかにした。これら天然抗菌成分を使用

した口腔ケア剤の開発は国内外でも少なく、新たな口腔内疾患と関連する全身性疾患の予防の

一助として役立つものと推察される。 

今回、研究方法の（３）については実験計画を立案・準備して最終年度に実施する予定であった

が、新型コロナ禍による実験協力病院やマンパワーなどの影響で遂行が困難に、特に臨床実験は

実施不可能になったことから延期せざると得なくなった。しかしながら実験再開した際にはす

ぐに実施し、臨床応用の可能性について検討する予定である。 
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

S-PRGフィラーから徐放するマルチイオンがCandida albicansに及ぼす抗菌効果について

口腔細菌による誤嚥性肺炎発症メカニズム－肺炎球菌レセプター：PAFRと炎症性サイトカインの発現誘導－

誤嚥性肺炎と口腔細菌との関連―歯周病原菌P. gingivalisは呼吸器上皮細胞からの炎症性サイトカイン産生を誘導する―

口腔細菌がもたらす肺炎発症の機序  歯周病原菌による気道上皮細胞からのMUC5AC発現誘導



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第68回日本口腔衛生学会・総会（招待講演）

第62回春季日本歯周病学会学術大会

第30回日本老年歯科学会学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田村宗明

渡辺典久，横江 将，早田真由美，田村宗明，神尾宜昌，田中清隆，アルナシリ イダマルゴダ，小方頼昌，佐藤秀一，今井健一

高橋佑和、飯沼利光、田村宗明、今井健一

林 誠，田村宗明，小木曾文内

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

S-PRGフィラーがC. albicansに及ぼす抗菌効果

アーティチョーク由来シナロピクリンはP. gingivalis LPS誘導性炎症性サイトカイン産生とRANKL誘導性破骨細胞分化を抑制する

誤嚥性肺炎発症と口腔細菌との関連－歯周病原菌は種々の呼吸器上皮細胞からIL-8の産生を強く誘導する－

試作大気圧低温空気プラズマ発生装置により生成された一重項酸素は E. faecalisおよびP. endodontalisに対して殺菌効果を示す

 １．発表者名

第40回日本歯内療法学会学術大会



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

97th General Session & Exhibition of the IADR（国際学会）

97th General Session & Exhibition of the IADR（招待講演）（国際学会）

令和元年度 神奈川歯科大学・大学院講義（招待講演）

第102回日本細菌学会関東支部総会

Muneaki Tamura

田村宗明

高橋佑和、納富啓子、田村宗明、神尾宜昌、 田中 一、飯沼利光、今井健一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Effects of a new biomaterial S-PRG filler on the growth and pathogenicity of Candida albicans

カテキンジェルの口腔微生物に及ぼす抗菌効果のメカニズムと臨床応用への可能性について

口腔細菌誤嚥による肺炎発症メカニズム－歯周病原菌による呼吸器上皮細胞とマウス下気道からの炎症性サイトカイン誘導―

Antimicrobial effect of a biomaterial S-PRG filler on Candida albicans

 １．発表者名
Muneaki Tamura, Noriaki Kamio, Marni E. Cueno, Keiko Nodomi, Kenichi Imai



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第36回 日本障害者歯科学会総会および学術大会（招待講演）

第93回日本細菌学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

河野 由，田村宗明，納富啓子，神尾宜昌，今井健一

 ２．発表標題

河野 由，田村宗明，今井健一

渡辺典久，早田真由美，神尾宜昌，田村宗明，横江将，佐藤秀一，今井健一

田村宗明

第61回歯科基礎医学会学術大会・総会

第62回秋季日本歯周病学会学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

S-PRGフィラーがCandida albicansの付着に及ぼす影響と高齢者のQOL向上の可能性について

S-PRGフィラーのCandida albicans病原因子の抑制効果と臨床応用の可能性

口腔細菌と誤嚥性肺炎発症との関連 ─P. gingivalis のジンジパインはPAFRの発現誘導を介して肺炎球菌の肺細胞への付着を促進する─

S-PRGフィラーの口腔微生物に及ぼす抗菌効果と臨床応用の可能性について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本呼吸器学会学術講演会

第92回日本感染症学会学術講演会

今井健一, 神尾宜昌, 早田真由美, 渡辺典久, 宮千尋, 田中一, 田村宗明

田村宗明, 神尾宜昌, 今井健一

今井健一, 神尾宜昌, 田村宗明

神尾宜昌, 田村宗明,今井健一

第92回日本感染症学会学術講演会

第92回日本感染症学会学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

口腔細菌による誤嚥性肺炎発症メカニズムの解明　－歯周病原菌P. gingivalis はPAFRの発現と肺炎レンサ球菌の肺細胞への付着を促進す
る－

口腔細菌による肺炎発症メカニズム(1)－P. gingivalis はPAFR発現と肺炎レンサ球菌の肺上皮細胞への付着を促進する－

口腔細菌による肺炎発症メカニズム(2)－歯周病原菌は種々の呼吸器系上皮細胞からの炎症性サイトカイン産生を誘導する－

歯周病原菌Porphyromonas gingivalisがインフルエンザ感染に及ぼす影響

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回春季日本歯周病学会学術大会

第61回春季日本歯周病学会学術大会

第60回日本老年医学会学術集会

第60回日本老年医科学会学術集会

早田真由美，渡辺典久，田村宗明，神尾宜昌，田中一，今井健一

神尾宜昌、田村宗明、早田真由美、渡辺典久、宮千尋、今井健一

今井健一、神尾宜昌、渡辺典久、早田真由美、田中一、田村宗明

渡辺典久，田村宗明，神尾宜昌，早田真由美，田中一，佐藤秀一，今井健一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

歯周病原菌誤嚥による肺炎発症メカニズム（2）─ P. gingivalis はPAFR 発現と肺炎レンサ球菌の肺細胞への付着を促進する─

口腔細菌による肺炎発症メカニズム(1) －P. gingivalisはPAFR発現と肺炎レンサ球菌の肺細胞への付着を促進する－

口腔細菌による肺炎発症メカニズム(2）－歯周病原菌は種々の呼吸器上皮細胞からの炎症性サイトカイン産生を誘導する－

歯周病原菌誤嚥による肺炎発症メカニズム(1)－P. gingivalisによる呼吸器系上皮細胞からの炎症性サイトカイン誘導－

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回日本老年歯科医学会学術集会

平成30年度 多治見市口腔保健協議会市民公開健康セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田村宗明

 ２．発表標題

岡村貞之介、浅野正岳、武市収、勝呂尚、田村宗明、今井健一、小木曽文内

今井 健一、早田 真由美、植田 耕一郎、田村 宗明

早田 真由美、田村 宗明、植田 耕一郎、今井 健一

日本歯科保存学会 2018年度春季学術大会

第29回日本老年歯科医学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

緑茶（カテキン）うがいは健康の源：誤嚥性肺炎の予防

電解産生機能水を利用した殺菌効果の検討

誤嚥性肺炎発症メカニズムの解明(２)　－歯周病原菌による呼吸器細胞からの炎症性サイトカイン産生誘導―

誤嚥性肺炎発症メカニズムの解明；1　―歯周病原菌は PAFRを誘導し肺炎球菌の肺細胞への付着を促進する－

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Mucosal Immunology Course & Symposium (MICS 2018)（国際学会）

平成30年度 日本大学学部連携ポスターセッション

Cueno ME, Tamura M, Imai K

渡辺典久、神尾宜昌、田村宗明、早田真由美、佐藤秀一、今井健一

Okamura T, Asano M, Suguro H, Tamura M, Imai K, Ogiso B

田村宗明，神尾宜昌，今井健一

The 2018 IADR/PER General Session & Exhibition submission（国際学会）

第60回歯科基礎医学会学術大会・総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Gingival vaccination as a potential non-invasive vaccination route for the elderly

口腔細菌による誤嚥性肺炎発症機序の解明

Bactericidal Effect of Acid Electrolyzed Functional Water

S-PRGフィラーが口腔微生物に及ぼす抗菌効果について

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第60回歯科基礎医学会学術大会・総会

第60回歯科基礎医学会学術大会・総会

第24回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会・総会

第24回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会・総会

渡辺典久、田村宗明、神尾宜昌、早田真由美、佐藤秀一、今井健一

早田真由美，神尾宜昌，渡辺典久，宮千尋，田村宗明，植田耕一郎，今井健一

今井健一，早田真由美，神尾宜昌、田中一，田村宗明

神尾宜昌、早田真由美、田村宗明、今井健一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

口腔細菌による肺炎発症機序の解明 P. gingivalisは呼吸器上皮細胞の炎症性サイトカイン産生を誘導する

誤嚥性肺炎発症機序の解明(1) －歯周病原因菌は呼吸器にて炎症性サイトカイン産生を誘導する－

誤嚥性肺炎発症機序の解明(2)　－P. gingivalisは肺炎レンサ球菌の肺細胞への付着を促進する－

ジンジパインは呼吸器上皮細胞において肺炎球菌受容体PAFRの発現を誘導する

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回日本感染症学会東日本地方会学術集会ならびに第65回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会2018

第67回日本感染症学会東日本地方会学術集会ならびに第65回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会2018

 ３．学会等名

 ３．学会等名

今井健一、田村宗明、神尾宜昌

 ２．発表標題

田村宗明

神尾宜昌、田村宗明、今井健一

田村宗明、神尾宜昌、今井健一

平成30年度　神奈川歯科大学・研究談話会（招待講演）

第67回日本感染症学会東日本地方会学術集会ならびに第65回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

誤嚥性肺炎発症における口腔細菌の役割 ;歯周病原菌による呼吸器系上皮細胞からの炎症性サイトカイン誘導

カテキンジェルの口腔微生物に及ぼす抗菌効果と臨床応用への可能性について

歯周病原菌Porphyromonas gingivalisはインフルエンザウイルスのヘマグルチニンを開裂し感染を促進する

歯周病原菌P. gingivalisは肺炎関連細菌レセプター：PAFRの発現を誘導することにより肺炎発症に関与する

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回秋季日本歯周病学会学術大会

第149回日本歯科保存学会2018年度秋季学術大会

渡辺典久、田村宗明、神尾宜昌、早田真由美、宮　千尋、田中　一、好士亮介、佐藤秀一、今井健一

平野 頼是，林　誠，田村 宗明，吉野 文彦，吉田 彩佳，小林 慶美，井比 陽奈，増渕 光暁，今井健一，小木曾 文内

高井英樹、田村宗明、相羽悠喜子、中山洋平、落合邦康、今井健一、小方頼昌

田村宗明

第8回関東9大学歯周病学講座 第82回日本臨床歯周病学会 関東支部合同研修会

第35回日本障害者歯科学会総会および学術大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

誤嚥性肺炎と歯周病との関連　P. gingivalisはTLRとNFkB pathwayを介して呼吸器系上皮細胞からのIL-8産生を誘導する

口腔内細菌に対する新たな消毒法に関する基礎的研究　-大気を利用したプラズマ発生装置を使用した口腔内消毒法の検討-

慢性歯周炎患者に対するカテキンゲルの有用性

S-PRGフィラーが口腔微生物に及ぼす影響　－Candida albicansに対する抗菌効果－

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第30回日本臨床微生物学会 総会・学術大会

第28回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会

第28回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会

第4回生体機能性材料’’S-PRGフィラー’’研究会

鈴木隆太，宮　千尋，神尾宜昌,  田村宗明,  今井健一

宮　千尋，鈴木隆太，神尾宜昌,  田村宗明,  今井健一

田村 宗明，落合 邦康

今井健一,  神尾宜昌,  田村宗明

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

誤嚥性肺炎発症と口腔細菌との関連 ― 種々の呼吸器上皮細胞において歯周病原菌はIL-8を強く誘導する ―

誤嚥性肺炎発症と口腔細菌との関連 ― 歯周病原菌はPAFR発現を介し肺炎レンサ球菌の肺細胞付着を促進する ―

S-PRGフィラー含有レジンとジェルの抗菌効果

口腔細菌と肺炎発症との関連　歯周病原菌P. gingivalisによるPAFR発現と肺炎レンサ球菌の肺細胞への付着促進

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

神奈川歯科大学・大学院講義　2020年度（招待講演）

一般社団法人日本老年歯科医学会 学会設立30周年記念大会（第31回学術大会）（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

田村宗明

河野 由，田村宗明，納富啓子，神尾宜昌，今井健一

河野 由，田村宗明，今井健一

田村宗明

第93回日本細菌学会総会

第62回歯科基礎医学会学術大会・総会

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年
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